
第 1回 地域包括支援センター展勝地 

圏域内介護支援専門員研修会 

日時：平成 30年 5月 9日 10:00～ 

場所：ケアハウスエスカール会議室 

 

参加事業所：①やちだもの家北上ケアプランセンター②グループホームやちだもの家北上 

      ③エスカール在宅介護支援センター  ④居宅介護支援事業所浮牛の里 

      ⑤八天の里在宅介護支援センター   ⑥グループホームくちない 

      ⑦特別養護老人ホーム八天の里    ⑧介護相談センターふたご 

      ⑨看護小規模多機能型居宅介護きずなの森       

   事業所１４名  包括支援センター４名 計１８名 

      ※グループホームさらき、地域密着型特別養護老人ホーム浮牛の里 欠席 

 

介護支援専門員として現在抱える問題、悩み 

●独居・認知症高齢者問題。認知症高齢者妄想による入居者同士のトラブル（４） 

●ヘルパー利用や、ショートステイ利用の希望があっても、事業所人材不足や空きがない

とのことで、サービスがなかなか利用できない。 

●病院が近くになく通院困難。同じ職員でも医療の視点と介護の視点で違いがある。 

●同一法人のショートステイ依頼をしたいが、中の大変さも理解できるので依頼しづらく、

家族と事業所との狭間で悩む 

●全盲の一人暮らしの方、介護保険のサービスが合わない。その方に会うサービスとは？ 

●医療連携が増えている。退院支援で介護保険代行申請など相談に対応するが、退院後入

所などになり、ケアプラン作成までにいたらない。 

●施設ケアマネとして施設に入居する際、入居の時に方向性を家族に確認するが、その後

時間経過した後のモニタリングをどうしたらよいか。入居後意向も変わってくる。 

●地域密着型グループホームとして地域とどのように関わっていったら良いか。 

●グループホームは計画作成者研修を受けるとプラン作成できるが、アセスメント・プラ

ン作成について。指導について。一人ケアマネなので相談できるところほしかった。 

●記録の整理が追い付かない。（３） 

       

★次回の研修テーマ 

 課題の中で一番多かった 

 「独居高齢者を地域で支えるには」 

 次回までの宿題：地域の社会資源は何なのか  

次回６月１４日１０：００～地域密着型特別養護老人ホーム浮牛の里 地域交流ルーム 

※今後取り上げたいテーマ 



・民生委員が地域のケアマネに求めていること、期待していること聞いてみたい。 

・特定事業所加算取得している事業所の話を聴いてみたい。 

・予防プランの作成勉強会 

 

検討事項 

〇事例検討、多職種・関係機関連携は圏域内研修会にて 

〇プラン作成などの勉強会は、圏域内研修会とは別に包括展勝地主催にて開催し、勉強し

たい方に来ていただく。（講師は、包括職員の他、勉強会の内容によって講師依頼する） 

 

所感 

研修会終了後の方が、他事業所同士交流し、施設ケアマネと居宅ケアマネがショートステ

イのことなど相談したり、グループホームケアマネ同士も情報交換などしており、良い感

じに見受けられた。 

今後は研修中も、自由な発言ができるような研修会の運営の仕方を工夫する。 

 

 

 



地域包括支援センター展勝地 

平成３０年５月９日１０：００～ 

ケアハウスエスカール会議室 

地域包括支援センター展勝地 

第１回 

圏域内介護支援専門員研修会 



参加事業所 

①やちだもの家北上ケアプランセンター ②介護相談センターふたご 

 

③エスカール在宅介護支援センター   ④居宅介護支援事業所浮牛の里 

 

⑤八天の里在宅介護支援センター    ⑥グループホームやちだもの家北上 

 

⑦グループホームくちない       ⑧グループホームさらき 

 

⑨看護小規模多機能居宅介護きずなの森 ⑩地域密着型特別養護老人ホーム浮牛の里 

 

⑪特別養護老人ホーム八天の里 



 地域包括支援センター展勝地圏域内介護支援専門員同士、顔
の見える関係を築き、気軽に相談し合える関係を構築する。 

 法人を超えて事例検討会、研修会など行う上でお互いを知る
ことが大事。ケアマネ同士のネットワーク構築。 

 支援困難事例検討、多職種・関係機関連携、地域課題の抽出、
地域の社会資源の開発。 

 地域の主任介護支援専門員として必要な知識・技術の向上。 

 ※主任介護支援専門員のケアマネジメント力の更なる向上（事例検討における    
ファシリテーション・プレゼンテーション能力など） 

 ※事業所内介護支援専門員へのＳＶの向上 

 ※地域づくりへの参画 

 ※単に特定事業所加算取得や、管理者要件のための主任ケアマネではなく、地域の
ケアマネジメント機能を向上させる取り組みを行うように。 

 

圏域内介護支援専門員研修目的 



本日のメニュー 

➀自己紹介（最近食べておいしかったもの） 

②現在介護支援専門員として支援を行う上での
問題、悩み、課題の共有 

③今後、研修に取り上げたい内容、課題の抽出 

④今後の研修会運営方法 


